
緒 言

カキツバタ（Iris laevigata Fisch．）は全国の

シイ・カシ帯やブナ帯の山野で，湿地帯や水

辺などで日当たりがよく，水深２０�くらいま
での浅い沼沢地に群生するアヤメ科の多年生

草本である１）。花期は平地で４から５月中旬，

山地や北国では６月から７月である。北海道，

本州，四国，九州中部以北，朝鮮半島，中国

北部，シベリア東部，千島に分布する。日本

の各地に国指定その他の天然記念物の群生地

がある。また，園芸品種も多数ある。

近年湿地の開発や園芸採取などにより自然

の群落が減少し，環境省のレッドデータリス

トで絶滅危惧Ⅱ類にリストアップされてい

る２）。

岐阜市の北東部にある本学の構内には，か

つては山すその棚田であった約２８００�の湿地
が残っている。これまで，この湿地にサギソ

ウ群落を復元する研究について報告してき

た３）－６）が，植物群落調査で，この湿地にカキ

ツバタが自生していることを見つけた３）。そ

こで，カキツバタ群落保護のための基礎的資

料を得るため，２００１年よりカキツバタ個体群

の調査を行っているので，その概要を報告す

る。

材料および方法

１．調査地

岐阜市北東部，北緯約３５度３０分，東経約１３６

度４９分に位置する岐阜女子大学の北西部にあ

る約２８００�の湿地において生育するカキツバ
タについて２００１年から２００３年に調査を行なっ

た。

２．局所個体群の大きさ

便宜上，株がまとまって群生している集団

を局所個体群とした。したがって，年により

分け方を変えた個体群もある。

そして，その局所個体群の長径と短径をメ

ジャーで測定し，およその面積を楕円として

概算した。また，２００３年春の萌芽後に各個体

群の芽の数をカウントした。

３．開花時期・開花数

各個体群において開花始めから花が散るま
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での間，２から３日くらいの間隔で花数を調

べた。

４．花色

開花期に各個体群あたり数個の花につい

て，マンセル色表（Munsell Color Company, Inc.

USA）および日本園芸植物標準色票（財団法

人日本色彩研究所発行）と比べて色を同定し

た。

５．花径

３つの外花被の先が描く円の直径を花径と

した。各個体群ごとに平均的な１０個の花の直

径を測定し，その平均値を計算した。

６．草丈・葉長・葉幅

各個体群で平均的な１０個の草丈，葉長，葉

幅を測定し，その平均値を各個体群ごとに算

出した。草丈は地上部から花の先までとした。

葉長は地上部から葉の先までとした。葉幅は

葉の中央部の横の長さとした。それぞれをメ

ジャーで測定した。

７．花数・�果数
開花後に各個体群で花茎についた花がらを

数え，花数を調べた。また，�果を数えた。
８．湿地の水位

湿地内の各個体群付近の定位置で，水位を

測定した。湿地の土壌面から水面までの高さ

をメジャーで測定した。

結果および考察

１．局所個体群の大きさ

カキツバタの局所個体群の分布を図１に示

す。２００１年には，１２個を認めたが，２００２年に

は，Ｇ，Ｋ，Ｌ，Ｍを細かく分けたことと新

たに発見した個体群もあったので，９個増加

した。２００３年には，新しい場所に２個体群を

発見した。通路より西側には６個体群，通路

沿いに２個体群，東側に１５個体群分布してい

た。通路の西側の個体群は，密に個体が分布
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濃灰色は２００１年発見，淡灰色は２００２年に追加発見，白色は２００３年に追加発見したもの。

図１ カキツバタ局所個体群の分布
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しているが，通路沿いおよび東側では，疎に

分布して，個体群どうしの境界もはっきりし

ない。交配可能性で，局所個体群を分けると

すると，もっと大きいまとまりで捉えたほう

がよいかもしれない。現在の区分は，同一栄

養系に近いと考えられる。

各個体群のおよその面積は，年々増加傾向

にある（表１）。これは，湿地内の低木を伐

採したり，除草を行ったため，カキツバタの

生育が良くなったのではないかと考えられ

る。２００２年に最も広い面積だったのは，Ｋで

あったが，２００３年ではＬであった。これはこ

のあたりの区分が難しく，年によって区分が

変わってきてしまっているためである。その

他，Ｏ，Ｄ，Ｊ，Ｇ，Ｃも面積が大きかった。

２００３年には，芽の数を数えた（表２）。面

積の広かったＫとＬで，芽の数が多く２０００以

上であった。また，密度の高いＣとＤでも同

様に２０００以上となった。次にそれほど面積は

広くなかったＡで１３００と他より多かった。最

も少なかったのは，２００３年に新たに発見した

Ｗであった。合計では，１６６４１芽となった。

２．開花時期・開花数

開花数も年々増加している（図２）。２００１

年は最盛期で４００花ほどであったが，翌２００２

年は倍の８００花ほどに，そして２００３年は１２００

花を越えた。

表１ カキツバタ局所個体群の面積の推移 表２ 各局所個体群の芽数（２００３年）

単位は平方メートル。＊２００３年のWにおい
ては，測定できなかった

図２ 開花期・開花数の推移
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開花時期は，年によって異なり，２００２年は，

春の気温が高温となったため，開花時期が１０

日ほど早くなった。

３．花色

２００２年の調査でマンセルの表示で１０ＰＢの

青紫系から７．５Ｐの紫系までの色が見られた

（表３）。青紫系が最も多く１０個体群で，青味

紫系が６個体群で，紫系が５個体群で観察さ

れた。それぞれの色名で最も多かったのが，

青紫で，７個体群に見られた。１つの個体群

の中でも，違う系統の色も見られたので，必

ずしも単一の栄養系ではないと思われる。

代表的な花の色を図３～５に示す。

４．花径

花径は１２．３�から１８．９�で，個体群により
平均値に有意な差が見られた。最も花径の平

均が小さかったのはＡで，最も大きかったの

はＩであった（図６）。花径が１３�台の小さ
い個体群は，Ａ，Ｂ，Ｎ，１４～１５�台の中く

表３ 花の色

図３ 青紫系の花

図４ 青味紫系の花

図５ 紫系の花
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らいのものは，Ｃ，Ｄ，Ｇ，Ｋ，Ｌ，Ｍ，Ｕ，１６

～１７�台の大きい個体群は，Ｅ，Ｆ，Ｈ，Ｉ，
Ｊ，Ｏ，Ｐ，Ｔと最も多かった。

５．草丈・葉長・葉幅

２００２年の観察では，草丈は，４３．１�から９２．０
�であった。各個体群の平均値で最も高かっ
たのはＡ，最も低かったのはＳであった（図

７）。湿地の西側のＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄで草丈が

高かった。

葉長は，４８．３�から１１２．６�であった。個
体群の平均値が最も高かったのは，Ｂ，低かっ

たのは，Ｋであった（図７）。

ほとんどの個体群では，草丈より葉長のほ

うが大きかったが，Ａ，Ｇ，Ｋ，Ｌでは，や

や草丈のほうが大きかった。

葉幅は，１．０�から３．６�であった。Ｊ，Ｋ
で平均値が最も小さく１．６�，Ａで最も大き
く２．７�であった（図８）。
各個体群の平均値で相関関係を計算したと

ころ，草丈と葉長は１％水準で有意な正の相

関があり相関係数０．７４４であった。また，葉

長と葉幅にも１％水準で有意な正の相関があ

り相関係数０．６１２であった。また，花径との

相関を計算したところ，草丈と花径には，負

の相関が見られ，相関係数は－０．６８０であっ

た。しかし，葉長と花径の間には，有意な相

関は見られなかった。

６．花数・�果数
２００２年に各個体群の花がらを数えて，総花

数を調べた。ＤとＫで最も多く約４００個であっ

た（図９）。Ｉ，Ｊ，Ｎ，Ｑ，Ｓ，Ｔ，Ｕな

どの小さい個体群では，花数も少なかった。

花茎あたりに�果は０～４個着いていた。
個体群ごとに，花茎あたりの�果の着果数で
分けて�果数をまとめたものが図１０である。
Ｋで最も�果数が多かった。Ｅ，Ｇ，Ｋ，Ｌ
では１００個以上となった。また，Ｇ，Ｋ，Ｌ

では，花茎あたり４つ�果の着いているもの
も見られた。一方，花数の多かったＡ，Ｂ，

Ｃ，Ｄでは，�果数は非常に少なかった。

縦棒は標準偏差を示す 縦棒は標準誤差を示す。Rは測定できなかった。
図６ 各個体群の平均花径（２００２年） 図８ 各個体群の平均葉幅（２００２年）

縦棒は標準偏差を示す。グラフのないところは，
測定できなかった。

図７ 各個体群の平均草丈と葉長（２００２年）

図９ 花数（２００２年）
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そこで，結実率を計算した所，Ａ，Ｂ，Ｃ，

Ｄでは，約１０％と非常に低くなった（図１１）。

７．湿地の水位

２００２年４月，５月，７月，１０月に各個体群

の付近で水位を測定した結果を図１２に示す。

最も深い時で約１１�，低い所では，水位が地
面以下２�となった。湿地西側のＡ，Ｂ，Ｃ，
Ｄと中央北よりのＦ，最も東側のＯで水位が

高かった。また，時期により湿地の水の流れ

が変わるようで，水位も地点により変化が見

られた。
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図１１ 結実率（２００２年）
個数は１花茎についた�果の数を示す。

図１０ �果数（２００２年）

図１２ 湿地及び水路の水位（２００２年）
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